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序章 
１ 問題の所在 







会への関心の希薄化などの社会的自立の遅れなどによって、フリーターや NEET（Not in 
Employment, Education or Training）が増加していることであり、第二は、少子化・核家
族化・都市化・情報化等の経済社会の変化や、人間関係の希薄化・地域における地縁的な
つながりの希薄化などにより家庭や地域社会における教育力が低下していることである。 







































































































分析に基づくものである。筆者は異なる年齢層を対象に 2003 年から 2005 年にかけて計 14
回の読み聞かせを実施した。対象別に整理すると、1－1 の対象は小学生であり、1－2 と 1
















































約 20 名を対象。 








































































































































































































年 6 月 13 日に提出した、『新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について』12 ②2006
年 9 月 28 日の中央教育審議会『青少年の意欲を高め、心と体の相伴った成長を施す方策に
ついて』の中間まとめ ③文部科学省（2009）「平成 20 年度文部科学白書 第 2部 初等
中等教育の一層の充実のために 第 2節 暴力行為，いじめ，不登校等の解決を目指して」
における事実関連を明らかにし、筆者の経験による読み聞かせにおける事例の分析に基づ
き、問題提起を行う。 
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11 月 25 日現在） 
6（注１）杉並区立東田小学校に通学している児童を対象とした読み聞かせを実施した。毎週
水曜日の時間割の読書タイムにおいて、2003 年 2月 4日、6月 4日、6月 11日、6月 25日、
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